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はじめに 

 教育基本法 第 9 条では、「法律に定める学校の教員は、自己の崇高な使命を深く自覚し、絶えず研究と修養に励

み、その職責の遂行に努めなければならない」とされている。幼児の最も近くで、その命を守り、育ちと学びを支える

教師の仕事は、ここで記されているように、崇高な使命があり、大変重い職責がり、教師は、尊敬すべき素晴らしい仕

事であると考える。 

昨今、幼児教育の無償化や、幼児教育に振興の推進に伴い、幼児教育の質に関して、社会への説明責任を果たす

必要が増してきている。社会経済的背景の多様性や複雑性が増す中、教師の仕事の厳しさや困難さも増している現

状もあると考える。そのような中、この仕事に魅力を感じて教師となった方々が、疲弊しきってしまわないように、現在

進められている働き方改革などが、今後ますます広がることを願ってやまない。 

今こそ、目まぐるしく進展する科学技術を活用し、教師を支えることが少しでもできないか、との考えが、本研究の遂

行の根底にある。ICT の活用により、バイタルや、物流、記録などの効率化がすすめられている。本研究を通じて、効

率化の観点のみならず、安全の確保等に加えて、教師の各種判断の確認、省察やそれによる環境の再構成、援助計

画等への支援、つまり、幼児教育の内容や方法と関わる部分に関連して、助手のように教師の目や手となって支える

ICT の活用方法について、模索したいと考えた。 

全米乳幼児教育協会（National Association of Education for Young Children）の倫理規定を読んでいると「一人一人の

尊厳、価値、独自性を尊重する（子ども、家族の成員、そして同僚一人一人の）。」といった文言や「信頼と尊厳を前提と

した人間関係において子どもたちも大人たちもそれぞれが、その可能性を最大限発揮されることを認識する」（北野、

2016 参照）と記されている。つまり、幼児の権利保障の観点のみならず、教師や保護者など大人の自己発揮、自己実

現の保障が明記されている。 

本研究では、すべての幼児の登園から降園までの園生活について、教師がいつでも参照できるデータづくりの可

能性を模索した。また、安全の確保や把握といった責務の観点のみならず、教師が知りたいと思いつつ、多くの幼児

のいる現場では、同時進行で展開するために、すべてを見ることができなかった幼児の姿や、幼児の人間関係など

についてのデータを教師の要望に応じて提供できる方法の開発をめざした。力ある教師が、さらなる可能性を常に探

求しつづけ「本当は、こういった事実もあったかもしれない」「もしこうしていたらどうなっていただろう」と思いを巡らせ、

悩み考える姿を報告者はよく目の当たりにする。そういった教師の納得や自負につながる支援も ICT を活用すること

により可能ではないか、とも考えた。微力ながら本研究の成果が少しでも多くの教師の支援につながることを願ってや

まない。 

本研究では、研究対象となったクラスのすべての幼児に発信機を装着し、データを集積した。幼児の安全確保と学

びの保障を大前提とし、今まで装着していた名札とサイズも同じ程度とし、幼児の動き等にも邪魔とならないように、熟

慮した。なお、安全面については、総務省による電波の人体に対する影響（https://www.soumu.go.jp/ 

soutsu/tokai/denpa/jintai/）を参照している。  

本学附属幼稚園の幼児は、本研究に極めて協力的であり、心から感謝している。早朝より、さわやかな笑顔で朝の

挨拶を交わしてくれた。分厚いコートをぬぎながら、発信機入りの名札がつけやすいように、背中を自らむけてくれた

り、今日の遊びへの期待を話してくれたりと、思いやりや、意欲等の育ちを感じ、とてもうれしく幸せな時間を過ごさせ

ていただいた。 

本学附属幼稚園の教師と協力園である神戸市立神戸幼稚園の教師にも多大な協力を得た。多くの実践的な視点か
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らのアドバイスを頂戴した。心から感謝もうしあげる。 

本研究を進めるにあたり、学外研究協力者として、無藤隆先生（白梅学園大学）、神長美津子先生（國學院大學）、山

下文一先生（松陰大学）、辻弘美先生（大阪樟蔭女子大学）、宇田淳先生（滋慶医療科学大学院大学）、廣瀬聡弥先生

（奈良教育大学）、三村真弓先生（広島大学大学院）に、ご丁寧にご指導を賜った。それぞれの先生方から専門特化し

た知見を得ることができた。新しいことにチャレンジすることに不安があったが、大きく背中を押していただき、また、

今後の展開についても、心躍るような示唆を得た。深く感謝申し上げる。 

 データ整理にあたっては、志を共にする北野研究室の院生さんと学部生さんがアルバイトとして協力してくださった。

本学の事務の方々をはじめ、多くの方々の支援のもと研究を進めることができた。本研究のさらなる発展を目指し、微

力ながらその支援への感謝を示すことができればと考えている。 

 

北野幸子 
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Ⅰ．研究の背景  

（１）社会的動向 

幼児教育の無償化が始まり、幼稚園教育要領等に示されている実践が、幼児に保障されている事実についての説

明責任を果たすことが、今後ますます求められていくと考える。つまり、実際に、幼児教育実践現場において、幼児の

安心や安全が守られつつ、その育ちや学びがはぐくまれている姿を、把握し、可視化したり、発信したりすることが、

説明責任の観点から、益々必要とされていくと考える。 

現在、21 世紀を生き抜く力を次世代にはぐくむことが目標とされている。「21 世紀型スキル」や「キー・コンピテンシ

ー」といわれる資質や能力の幼児期からの育成は、地球規模でおこるパンデミックや、環境問題、世界各地で起こる紛

争、高度化し制御不能かと思われる科学技術の進歩への恐怖、畏敬の念を抱くしかない自然災害など、困難が蔓延

する社会を生き抜く力を、はぐくもうとするものである。誕生から幼児期において、愛着の形成を図り、自尊心や、思い

やり、我慢強さ、粘り強さなどをはぐくみ、人格形成の基礎をかたちづくることの重要性が明らかになっている。 

国際化、情報化、人工知能化が進むこれからの社会において、生涯にわたる人格形成の基礎を培う幼児期の教育

の重要性は、「Society 5.0」や『「未来の教室」と EdTech 研究会』（https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info 

_service/mirai_kyoshitsu/index.html）の報告書等でも示されている。幼児期には人格形成の基礎としての社会情動的な

力をはぐくむことが期待されているのであり、特に、昨今、個性の伸長を図る、個別最適化教育の具現化が必要とされ

ている。また、主体的で、創造性豊かな幼児の育ちや学びをはぐくむことが大切であると指摘されている。 

 

（２）一人一人の幼児理解の深化とカリキュラム・マネジメントの必要性 

教育の質の維持・向上の鍵は、教師が握っていると考える。実際、幼児教育への公的資金の投与が拡大しており、

無償化や義務教育化が進められ、幼児教育に従事する専門職の高度化が、世界各国で進められている（Bartram, T. 

& Pascal, C., 2016; EC, 2014; EIU, 2012; 国立教育政策研究所、2020）； UNICEF, 2008 等）。現行の幼稚園教育要領

（2017）等では、一人一人の幼児の理解に基づく教育の重要性が示されている。また、遊びや生活を中心とした環境

を通じた教育が重要視されている。 

幼児主体の環境を通じた教育の具現化のためには、幼児理解の深化と、教師による実践の可視化、省察、課題抽

出、改善による、カリキュラム・マネジメントの重要性への認識が不可欠であろう。 

カリキュラム・マネジメントとは、教育課程とその実践を運営していくこと、つまりは、教育を計画し、実行し、運営し、

展開していく上で、その適正化を図ろうとすることを意味する。幼児教育の現場では、教育の質の維持・向上をめざし

つつ、実践を、幼児と教師との相互作用の中で創っていく。幼児教育ではプロセスを重視する。つまり、目の前にいる

幼児の興味関心や、発達の姿、生活課題等をしっかりとみとり、その姿を踏まえて、要領等と照らし合わせながら、個

性を大切にしつつ、その時期の発達の特徴を踏まえて、育ってほしい幼児の姿、つまり幼児教育のねらいを設定し、

その具現化をめざして、環境を構成し、教材を開発し、援助の工夫を考え、実践していく営みをさす。 

幼児教育におけるカリキュラム・マネジメントにおいては、何を学ぶのかという内容よりも、学びに向かう姿勢、つまり、

対象が何であれ、ものや人に興味関心を持ったり、気付いたりする気持ちや思いを持つこと、考えたり、試行錯誤した

り、アレンジしたりといった気持ちをはぐくむことが大切にされている。よって、幼児教育の実践においては、カリキュラ

ム・マネジメントとしては、計画通りに進んだのか、実際の目標通りに育ちや学びが到達したのか、といった観点のみ

に囚われてはならないといえよう。個々の幼児への理解を深め、その姿（興味、発達、課題等）を踏まえて計画を立て

http://www.meti.go.jp/shingikai/
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ること、実践においては、幼児の姿を的確にとらえ、状況によっては予定通りではなくても良く、臨機応変に展開するこ

とが必要である。 

カリキュラム・マネジメントにおいては、PDCAサイクルが有効であるとされる。PDCAサイクルとは、PはPlan、つまり

計画、DはDo、つまり実践、CはCheck、つまり評価、AはAct、つまり改善を意味している。このサイクルによって、実

践の質の維持と向上を図ろうとする試みが PDCAサイクルである。 

幼児教育実践においては、カリキュラム・マネジメントは、かつてより実践を進める上で不可欠なものであったと考え

る。なぜならば幼児教育の実践においては、教科がなく、教科書がなく、時間割もない。よって、幼児理解が環境構成

や環境の再構成、援助の工夫などの実践計画の礎となるからである。幼児理解を前提として、幼児の姿をベースとし

たカリキュラムを創る（計画する）こと、また、実践しながら省察し、幼児との相互作用によって共にカリキュラムを開発

すること（こういったカリキュラムを創発的カリキュラム（エマージェント・カリキュラム）ともいう）が、幼児教育の質の維

持・向上につながると考える。 

つまり、教師が幼児理解を確認したり、深めたりすることや、実践を省察し、自らが実践のより良い部分を確認して定

着させたり、さらに創意工夫して開発することが、幼児教育の質の維持・向上の鍵を握ると考えられ、その推進が期待

される。しかし、一方で、省察や実践開発の時間を割くことは、現在困難な部分もある。教師不足に加えて、やりがい

のある教育実践現場では幼児のために献身的に働く教師が多い。実際、働き方改革の必要性が指摘されている現状

があり、ICT を活用し、教師支援をおこい、仕事の効率化を検討する必要がある。 

 

（３）幼児理解の深化と幼児教育の充実にかかわる ICT の活用への期待 

幼児教育の実践現場では、幼児理解の確認や深化、さらに、教育実践の省察や、評価、改善を図ることをめざして、

わが国ではこれまで、教師や保護者等大人による、実践記録の作成と検討や、振り返りなどのカンファレンス、アセス

メント(アンケート等を含む)が中心になされていた。 

実践現場におけるICTの活用については、出席確認や、日々の記録、保護者への通信や実践のライブ配信などを

導入している園が増えつつある。今日、各種技術開発の進展は著しい。しかし、幼児理解や幼児の育ちや学びの姿

のセンシングについては、可能な技術があるにもかかわらず、データの収集が可能であっても、その分析方法が十

分に開発されておらず、導入されていない実態が多いと考える。 

その理由を考えると、仮に技術的には、映像や音声等の膨大なデータを収集することが可能であったとしても、得ら

れたデータをどう分類し、どの視点で分析し、どの指標で解析するのかの検討と、その結果をいかに幼児教育内容と

の関連で、実践現場で活用するのかの検討が不十分であるからだと考える。 

幼児教育実践の内容や方法の独自性への認識のもと、実践者の専門性への敬意をはらいつつ、その個別性、複雑

性、多様性を可視化する方法としての ICT の活用方法の探求を、本研究では目指したいと考えている。特に、幼児教

育実践においては、幼児の主体性を尊重しつつ、教師が主体的判断をまさにその場においてライブでくださらなけ

ればならないという、ストレスフルな状況がある。ICT 技術の活用により、客観的なデータによりその判断を支えること

ができると考える。つまり、教師が自分の幼児理解や実践における判断について確認したいと考えた時や、教師がそ

の場にいなかったときの幼児の様子を知りたいと思ったときに、いつでも安易にアクセスできるような ICT の活用方法

を本研究では検討したい。 
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Ⅱ．ICT を活用した遊びと生活場面の個々の幼児のセンシング方法の開発の必要性 

 先にも取り上げたが、「Society5.0」や『「未来の教室」と EdTech 研究会』等の提言では、いずれにおいても生涯にわ

たる人格形成の基礎を培う幼児期の教育の重要性が指摘されており、個性に応じた、主体的でかつ、対話的で、深い

学びを、経験的に積み重ねること、また、試行錯誤したり、創意工夫をしたり、創造性を発揮したりする、問題解決型の

学びの具現化を図ることが、これからの時代を生き抜く次世代に必要な資質・能力だとし、その促進に、効率的な道具

の一つとしてのICT を活用することの重要性が指摘されている。 

 幼児教育においては特に、誕生からの期間が短いために、個人差が大きいので、より個々の幼児にカスタマイズさ

れた学びが推奨されると考える。また、発達的にも自己中心性が高く、視野も狭く、他者と比較したり、相対化して調整

したりするという様子がみられにくいので、それを強いるのではなく、むしろ、幼児自らにとっての自明性や必然性を

教師が大切にせねばならないと考える。それだからこそ、幼児教育にあたっては、多くの教師が、一人一人の幼児理

解を大切にし、その理解に基づいた援助を、実際におこなっている。 

 幼児教育の現場では、遊びと生活場面において、個々の幼児が多様な選択肢の中で自らが主体的に過ごす。幼児

は、ある時には没頭して一人で集中して遊ぶ姿がみられるが、またある時には、少人数で共感しながら遊び、さらにま

たある時は、集団となってダイナミックに遊ぶなど、その遊びの様子はバラエティーに富んでいる。その動きも一人一

人が個性的である。遊びや生活場面には、複雑性と多様性があふれており、幼児教育実践において教師は、幼児を

理解し、とっさに判断し、援助している。ICT を活用することにより、こういった教師の深い理解や、洞察、判断の的確

性を確認することが可能となると考える。また、一斉教授型ではない、幼児主体の遊びや生活場面の教師の援助にお

いては、ICT を活用することにより、教師が知りたい時に、個々の幼児がどこに、誰といて、何をしていたのかについ

ての情報を得ることが可能となると考える。これは多くの教師の判断を後押しし、加えて、いつでも個々の幼児の様子

を知りえるという安心を教師にもたらすものとなると考える。 

 よって、本研究では、ICT を活用し、客観的なデータ（動画、映像、音声、位置即位情報）を収集して解析を試み、教

師の幼児理解や援助、幼児教育実践の確認や深化に寄与する方法を開発して、その活用について提案することを、

目的とした。 

 幼児教育学の分野で、教師を支援し、その実践の質の維持・向上に寄与することを目的として、園での遊びや生活

場面における幼児の動きを明らかにし、検討しようと試みた先行研究は、これまでにも多数存在している（河邊貴子、

2004; 2006； 村上等、2010; 汐見稔幸等、2012 等）。しかし、それらは、観察者による写真やビデオは活用しているが、

マンパワーによる記録を主なデータとしている。アクション・リサーチの一環として実施される研究においての主観性

は極めて重要であると考える。一方で、より客観的に、自動的に収集した、すべての幼児と教師についてのデータを、

ICT を活用することにより得て、それを活かす方法を検討することが、次なる課題であると考える。建築学や工学の分

野と幼児教育学の分野との連携研究においては、ICT を活用して、遊びや生活場面の映像や音声、温度、動線等の

センシング方法が開発されている（藤田等、2006; 河合等、2004； 新谷等、2004等）。しかしこれらも、対象や、時間に

制限がある。国際的には、幼児を対象にＧＰＳを活用したリモート・センシングの技術を活用した研究（Elgethun 等、 

2003 等）や、園での幼児の動線と特定場所への訪問回数等を検討して、幼児の興味関心についての教師理解を支援

する研究（Mesquita 等、2014 等）もある。しかし、わが国において、すべての幼児を対象に、登園から降園までの時間

の室内での位置即位データを活用し、加えて、遊びや生活場面のコーナー等、環境の構成と再構成に対応してデー

タを収集し、かつ、幼児教育の内容や幼児同士や幼児と教師の関係性についてのデータを分析して、教師の支援を
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おこなおうとした研究は、狭見では、他にみられない。よって、これらの課題を踏まえて、本研究では、（１）ICT を用い

た遊びと生活場面のセンシング方法の開発と、（２）ICT を活用した教師支援方法の開発をおこなう。 

 なお、本研究では、神戸大学附属幼稚園および協力園である神戸市立神戸幼稚園にて調査をおこなうことと関連し

て、本学附属幼稚園における調査は「神戸大学附属学校における人を直接の対象とする研究に関する規程」に基づ

き実施した。また、神戸市立神戸幼稚園における調査は「神戸大学大学院人間発達環境学研究科における人を直接

の対象とする研究に関する規程」に基づき実施した。 

 神戸大学附属幼稚園における調査では、一人ひとりの幼児と教師に発信機をつけておこなう。なお、安全面につい

ては、総務省による電波の人体に対する影響（https://www.soumu.go.jp/soutsu/tokai/ denpa/jintai/）にあるように、十

分に考慮し、確認して、本研究を実施した。 

本研究の成果により、一人一人の幼児の園生活のセンシング方法を開発し、そこで得られたデータを、教師が一人

一人の幼児についての自らの理解状況を確認したり、幼児理解の深化を図ったりすることに寄与したいと考える。そ

れを可能とするICTの活用方法や、幼児教育実践の可視化と発信につながるデータの分析方法を提案したい。また、

園における業務の軽減や、幼児理解の確認と深化、実践への応用、教師のICTの技術支援や活用支援の可能性を提

案し、幼児教育の実践現場に寄与することを目指したいと考えている。 
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Ⅲ．ICT を用いた遊びと生活場面のセンシング方法の開発 

（１）目的 

 本研究の目的は、ビデオや IC レコーダ等による映像や音声のデータ収集に加えて、位置測位システムを活用した、

総合的なセンシング方法を開発することである。マンパワーによる主観性を伴うデータ収集方法と、すべての幼児を

対象に、一人一人の幼児の登園から降園までの遊びや生活場面についての位置測位と、教師の位置測位をおこなう

リモート・センシングの方法による、センシング方法の開発をめざした。 

 

（２）方法 

 研究対象は、本学附属幼稚園5歳児2クラスの園児全員である。また担任教師および5歳児フリーの教師も対象とし

た。場所は、２つのクラスの室内である。データ収集期間は、2019 年12 月から 2 月の 3 か月、時間は登園から降園ま

でである。なお、導入時は1クラスのみで実施し、のちに2クラスで実施した。表Ⅲ-１は、データ収集日と、対象クラス、

当日出席していた幼児の人数（男児数、女児数、合計）をあらわしたものである。 

 

表Ⅲ-１：調査日と対象園児数 

調査日 男児数 女児数 合計 男児数 女児数 合計

2019.12.11 9 10 19

2019.12.16 9 10 19

2019.12.18 8 10 18

2019.12.19 8 10 18

2020.01.14 9 10 19 9 8 17

2020.01.15 9 9 18 9 9 18

2020.01.16 9 8 17 9 10 19

2020.01.29 9 9 18 9 10 19

2020.01.30 9 10 19 10 10 20

2020.01.31 9 10 19 10 10 20

2020.02.04 8 10 18 10 10 20

2020.02.06 9 10 19 10 9 19

2020.02.14 9 10 19 9 9 18

2020.02.18 9 10 19 10 10 20

2020.02.25 9 10 19 8 10 18

2020.02.26 9 10 19 7 10 17

A組登園児数 B組登園児数

 

 

マンパワーによる、ビデオ、写真、筆記用具等による記録は、各クラスに人を配置し、収集した。位置測位データに

ついては個々の幼児のデータを自動的に収集した。つまり、2 つのクラス内に設置したアンテナと個々の幼児と教師

に付けた小型発信機を活用し、個々の幼児や教師が、どの場所（室内外、遊びのコーナー等）にどれくらいの時間い

たかについての客観的データを収集した。 
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まず、観察日ごとに、クラスの一日の流れについてのデータを作成した。また室内環境については、固定されてい

るものおよび比較的固定的に構成されている環境についての図面データをベースとして作成し、用いた（図Ⅲ-１参

照）。 

 

A組                           B組 

図Ⅲ-１：ベースとなる図面 

 

登園前に写真を撮影した（写真Ⅲ-１，２参照）。また、幼児教育内容とかかわる場について加筆し、ゾーン分けのデ

ータを作った（図Ⅲ-２参照）。各クラスの一日の流れ（表Ⅲ-2 参照）に応じて、またコーナー等の環境および活動や状

況によって再構成された場合にはその場の展開に応じて、写真や動画データを活用し、再度活動別のゾーン分けを

おこなった。これらのデータを組み合わせたり、活用したりすることにより、センシング可能な内容を明らかにした。 

 分析にあたっては、まず、個々の幼児と教師の動線（例図Ⅲ-３）、移動距離、加速度（表Ⅲ-３）、滞在した場所につ

いてのヒーティングマップ（図Ⅲ-４）等の単純データを収集し、分析した。なお、動線については、時間と対象を選択

して、可視化することができる。つまり、教師と個々の幼児あるいは幼児全員のデータ等を選択し、対象時間を設定す

るとその時間についての動線を同時に検討することが可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真Ⅲ-１：登園前１                       写真Ⅲ-２：登園前２ 

表Ⅲ-２：一日の流れ 
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図Ⅲ-２：幼児教育内容を加筆した図面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ-３：動線図の例                図Ⅲ-４：ヒートマップの例 

 

（３）結果と考察 

 ICT を用いた遊びと生活場面のセンシング方法の開発の成果としては、以下があげられる。 

①一人一人の幼児の個別的でかつ網羅した客観的データの把握 

ICT を活用し、在園時間中に全ての幼児について、いつ誰と過ごしていたのか、客観的なデータが収集できた。例

えば図Ⅲ-５は、ある 1日のA組のすべての幼児の例である。 

このことは、幼児の安全、安心の確保につながる。加えて、どの時間に、だれが、どこに、だれといたのかが客観的

にわかる。よって、個々の幼児の状況把握が可能であり、説明責任を果たすことができる。幼児の実態について教師

がいつでも確認することが可能であることにより、教師のストレスや不安の軽減にも寄与できると考える。 

本研究では、データ収集後に教師とのヒアリングも実施したが、「登園時間に気になった幼児がその後どう過ごした

のか？」、「製作をしていた時に、大変集中していたと思われた幼児がいたが実際はどうだったのか？」、「みんなに

絵本を読み聞かせていた時に、一時的に立ち上がっていた幼児は、いったい何に興味をそそられたのか？」といっ

た問いに答えることが可能であった。 

 

9:00 登園 

  お帳面にはんこ押す 

  好きな遊び 

10:00 片づけ 

10:20 発表会の話し合い 

11:30 おやつレストラン 

11:45 帰る準備 
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図Ⅲ-５：ある日の A組の全幼児の様子 

 

②一人一人の幼児の園生活の可視化 

一人一人の幼児の園生活の過ごし方に大きな違いがあることが分かった。クラスでの滞在時間や、移動距離、移動

速度、動線パターン、滞在場所については、個人差が極めて大きいことが分かった。 

例えば、表Ⅲ-３は、同一日の A クラスの園児の移動距離と加速度を比較して昇順に表にしたものである。同一日で、

3 倍もクラス内での移動距離の差があったことが分かり、個人差を把握することができることが分かった。後日、教師に

ヒアリングしたところ、おおむね予測した幼児があげられたが、時によっては、教師の予測とは異なる幼児がよくクラス

内で遊んでいたことも分かった。 

表Ⅲ-３：一日の移動距離と加速度 

Distance(m)
Average

velocity(km/h)

1546 0.8

1363 0.7

1280 0.6

1210 0.9

1129 0.5

1095 0.5

984 0.6

968 0.4

930 0.7

868 0.5

815 0.5

811 0.3

654 0.3

615 0.4

594 0.4

567 0.3

537 0.3

491 0.3
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③一人一人の幼児の遊びの志向性の理解 

一人一人の幼児の遊びの志向性が明らかになった。室内環境と比較することにより、どの遊びを、どこで、どの程度

没頭して遊んでいるのかが明らかになった。また一人一人の幼児の人間関係の特徴も明らかとなった。 

 

④教師の教育実践の実態の可視化 

教師の動き、幼児との関わりの実態（有無、個別援助、集団援助）が客観的に把握できることが分かった。なお、初

任の教師と、経験16年の教師の動きを比較したところ、移動距離、動き、滞在場所の違いが明らかになった。例えば、

図Ⅲ-６は、同一日同日時間帯の A 先生（右：16 年目）と B 先生（左：初任）のヒートマップを比較したものである。上の

図が1月29日、下の図が2月25日のものである。白は滞在していない場所、青に近いほど時間が少なく、明るくなり、

赤に近づくほど、その場にいた時間が合計で多いことをあらわしている。 

 本研究により、以上のような、センシングが可能となることが分かった。これらは、いずれも実践を支援することにつ

ながる、有用なデータであると考える。 

 

 

 

図Ⅲ-６：同一日同日時間帯の A先生（右：16 年目）と B先生（左：初任）のヒートマップ 
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Ⅳ．ICT を活用した遊びと生活場目のセンシング・データによる教師支援方法の開発 

（１）目的 

 本研究の目的は、「Ⅲ．ICT を用いた遊びと生活場面のセンシング方法の開発」において得られたデータが、実際

にいかに教師の実践への支援に活用することが可能かを検討することである。１）では、得られたデータからその可

能性を検討した。加えて、２）では幼児教育の内容についてより精査するために、「幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿」について着目して、教師のニーズに応じたデータの提供による支援の可能性を検討することを目的とした。 

ICT を活用した教師のドキュメンテーションや実践事後記録などの整理に、「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」の 10 の姿を参考とした例は多数存在する。報告者らは、2017 年度、2018 年度に、堺市より研究を受託し、振返資

料（資料１を参照）を作成し、その活用や効果など検証した（資料１参照。なお、堺市の HP よりダウンロードおよび活用

可能。https://www.city.sakai.lg.jp/kosodate/hughug/seishonen_oshirase/sonota/）。本研究では、堺市の承諾を得て、報

告者らが開発した振返資料を活用した。なお、本研究の実施時期が 1，2 月であったことも鑑み、「指導要録」作成の支

援にもつながると考えた。 

 

（２）方法 

開発したセンシング方法により得られたデータがいかに教師支援に活用可能かについて、検討した。検討にあた

っては、１）実践においていかに活用が可能かを検討するために、収集したデータの集計や比較などをおこなった。

加えて、教師へのヒアリングをおこなったり、フィードバックを得たりしながら検討した。教師の研修に寄与する可能性

についても分析した。記録作成と記録分析にかかわる作業の効率化についての提案も試みた。 

また、２）幼児期の終わりまでに育ってほしい姿と関連して作成した振返資料（資料１を参照）を活用し、教師の要望

に応じたデータ提供による教師支援の方法を開発した。振返資料については、3 名の教師がそれぞれ自分のクラス

の幼児一人一人について、10 の姿のうちひとつの姿につき 4 つの事項、合計 40 の事例について、その姿がどの程

度見られるかアンケートに答え、4 件法で省察したもの集計した。また、各項目について、浮かびにくいものについて、

問題番号に〇をつけてもらった。本研究で活用した振返資料と、協力を得た 3 名の 5 歳児クラス主担任である教師に

その活用を依頼した時の文書については、資料１を参照されたい。アンケートを集計解析したデータをもとに、教師が

浮かびにくかった姿について、関連する場面や動きのデータの提供をおこなった。教師の理解と照らし合わせてもら

うことにより、支援方法を開発し、試行し、それについてのフィードバックも得た。 

具体的には、各クラスの一日の流れに応じて、またコーナー等の環境および活動によって再構成される状況に応じ

て、図面と、写真や動画データを活用し、活動別のゾーン分けを既におこなったが、ここでは、修正を加え作成した場

面ごとの図面上のゾーンについて、さらに詳しく、遊びの場面の観察記録データや、写真、動画を活用し、幼児期の

終わりまでに育ってほしい10の姿ごと4項目、合計40項目との関連づけをおこなった。開発した方法について、教師、

学識経験者等にヒアリングをおこい、考察した。 

 

（３）結果と考察 

１）教育実践方法とかかわる教師支援方法の開発の成果 

本研究ですでに開発したセンシング方法により得られたデータがいかに教師支援に活用可能かについて、検討し

た。検討にあたっては、１）実践においていかに活用が可能かを検討するために、収集したデータの集計や比較など

https://www.city/
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をおこなった。加えて、教師へのヒアリングをおこなったり、フィードバックを得たりしながら、検討した。結果、以下のよ

うな教育実践方法と関わる教師支援の方法が開発された。 

 

①教師の一日の一人一人の幼児理解の確認への支援 

室内で遊んでいた時間が長い幼児、遊びの志向性、幼児同士の人間関係等について、教師の幼児についての理

解を確認することが可能であることが分かった。例えば、1 クラス 35 人のクラスの幼児がどこにいて、だれと、何をして

遊んでいるのかを同時進行で確認することは、大変困難である。本研究によりその支援の可能性が示唆された。 

例えば、図Ⅳ-１、図Ⅳ-２は、同一日の同一クラスのすべての幼児について、幼児一人一人が、いつ、どれくらいの

時間、どの室内のゾーンにいたかを可視化した、ゾーン・タイム・ディストリビューションの図である。 

 

図Ⅳ-１：好きな遊びの場面におけるにおける個々の幼児のセンシング・データ例 

 

図Ⅳ-１は、好きな遊びの時間で、黒色は室外にいたことをあらわす。図Ⅳ-２は集会場面である。図Ⅳ-１の幼児の

主体的な自己選択による好きな遊びの場面では、図Ⅳ-２との比較からもわかるように、同一時間に様々なゾーンで遊

んでいることが明らかにみてとれる。 

実際、教師が室内に滞在していない時間に室内で遊んでいた幼児が多数いたことも、本システムにより確認できる。

なお、経験豊かな教師は、その場にいなくても個々の幼児の志向性を予測していたが、本システムを活用することに

より、教師の予測を確認することが可能であった。また教師が知りたいと思う情報を提供することにより幼児理解の深化

に寄与することが可能であることが分かった。登園時の様子で気になった幼児の実際のその後の一日の過ごし方を

見返し確認することや、いざこざが起こった時にそれまでの幼児同士の人間関係を確認すること、集会場面での座る

位置（場所や関係性）についての実際を知ることが可能となった。教師が、これらを踏まえて、実践の計画を立てること

が可能であり、今後の援助計画に活用できる有用なデータが得られることも分かった。 
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図Ⅳ-２： ：集会場面におけるにおける個々の幼児のセンシング・データ例 

 

②教師の幼児との関係性についてのセンシング・データの活用による支援 

教師がどの幼児とどの程度かかわったのか、回数や時間、対個人あるいは集団などのデータが客観的に確認でき、

教師の省察に寄与できることが明らかになった。特に、教師のところに幼児自らがやってきて、話したり、見せたり、関

わろうとする姿がよくみられる幼児と、そういった姿が見られない幼児について、教師がより客観的に把握することが

できるデータの提供が可能であることが分かった。 

教師が室内に入ってきたときや、退室した後の幼児の動きについても、教師の要望に応じてデータを提示すること

ができた。教師の予測と、実際の幼児の姿を比較し、確認することで、幼児理解の深化に寄与できることが分かった。 

 

③環境構成への支援 

環境構成については、図面との比較や、ヒーティング・マップの検討により、幼児の興味関心の高い場所が確認で

きた。コーナー等の環境の見直しに、データが活用可能であることが分かった。動線についてのセンシングから配置

についてもその適切性が検討可能であることが分かった。環境の再構成については、その効果が幼児の興味関心と

合致していたのか、幼児の興味関心の変化に対応できているか、などの検討も可能となり、教師の実践支援が可能で

あることが分かった。 

 

④研修への活用 

教師が自分の動き、滞在場所、かかわった対象などを省察する上で、本システムによるデータを活用することが可

能であることが分かった。図Ⅳ-３～１３は、同一日、同一時間の2名の教員の動線とヒートマップを比較したものである。

初任と 16 年目の教師の動きや滞在場所、時間について比較したものである。すると、その特徴が動線やヒーティン

グ・マップで明らかになった。 

よって、特に新任教育への寄与が期待されると考える。 
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図Ⅳ-３：動線とヒートマップ比較１      図Ⅳ-４：動線とヒートマップ比較２ 

 

 

図Ⅳ-５：動線とヒートマップ比較３     図Ⅳ-６：動線とヒートマップ比較４ 
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図Ⅳ-７：動線とヒートマップ比較５      図Ⅳ-８：動線とヒートマップ比較６ 

 

 

図Ⅳ-９：動線とヒートマップ比較７      図Ⅳ-１０：動線とヒートマップ比較８ 
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図Ⅳ-１１：動線とヒートマップ比較９      図Ⅳ-１２：動線とヒートマップ比較１０ 

 

⑤記録作成にかかわる作業の効率化への活用 

図面のゾーン分けと10の姿との対比をおこい、幼児別、内容別の滞在時間等のデータの蓄積および簡易な抽出が

可能となった。その結果、実践事後記録や指導案の作成、教育要録の作成に寄与する可能性が明らかになった。 

 

２）幼児の育ちや学びの姿に関する教師の理解を支援する方法の開発の成果 

①幼児の姿の省察支援の必要性 

省察資料の活用により、教師が浮かびにくい幼児の育ちや学びの姿についてのデータを提供するニーズが明らか

になった。本研究では、5 歳児担当教師にクラスの一人一人の幼児の育ちや学びの姿について、振返資料（資料１を

参照）を活用して省察してもらった。また、同資料の活用にあたっては、個々の幼児の10の姿40の項目について、振

返にあたり、浮かびにくい項目について、項目番号に〇（まる）をつけてもらった。 

振返資料では、個々の幼児の 40 の項目のそれぞれの姿について、4 件法（よくみられる、みられる、時々みられる、

みられない）での回答を得た。よくみられるを３点、みられるを２点、時々みられるを１点とし、集計した。10の姿それぞ

れについて、一つの姿につき４つの項目を設けたので、ひとつの姿の総得点を 12 点満点として集計した。図Ⅳ-１３

は、ある幼児の姿について集計した結果をブラフで現したものである。同様のデータについて、クラスの幼児全員分

を作成し、一人一人についての図を教師に渡した。なお、このデータは、個々の幼児を比較するために作成したもの

ではなく、あくまでも、個々の幼児の育ちや学びの姿について、教師が省察した内容を、可視化したものである。よっ

て、本報告書においては、図Ⅳ-１３のみを一事例として、紹介する。 
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図Ⅳ-１３：振返資料を活用した育ちと学びの姿の個人集計結果例 

 

 

図Ⅳ-１４：振返資料を活用した育ちと学びの姿のクラス平均値の例 

 

図Ⅳ-１４は、ある教師のクラスについて、振返資料を活用した育ちと学びの姿のクラス平均値を、あらわしたもので

ある。これを 3 名の教師それぞれにフィードバックした。なお、教師間の比較を意図とするものではなく、あくまでも教

師自身が省察した内容を総括した場合の傾向が分かりやすいように、可視化したものである。よって、本報告書では、

1 例のみ紹介する。 

 3 名の教師には、クラスの個々の幼児の表と、クラス平均の表をフィードバックした。教師からは、個々の幼児につ

いて、自分が実感している状況との一致が感じられた、とのコメントが寄せられた。また、今年のクラスの特徴や、保育

実践の内容との齟齬がないことなどが感想としてあげられた。指導要録を作成するときに、グラフが活用できるのであ

りがたい、といった感想も得られた。表Ⅳ-１、表Ⅳ-２、表Ⅳ-３は、3 名の教師が、省察資料を活用するにあたって、幼

児の姿が浮かびにくかったとした項目について、幼児数の多い順に並べたものである。 
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表Ⅳ-１：浮かびにくかった項目と幼児数（事例１） 

A組、5歳児19名（男児9名、女児10名）

浮かびにくいと答えた姿 浮かびにくいと答えた項目 幼児数

V．社会生活との関わり
1. 地域の身近な人々の特徴や役割を考えながら，様々な人と関わる

姿がみられますか。
19

V．社会生活との関わり 2. 地域の人や文化に触れ，地域に親しみを持つ姿がみられますか。 19

V．社会生活との関わり
4. 公共施設等で状況に応じて行動したり，社会とのつながりを意識

したりする姿がみられますか
19

I．健康な心と体
1. 健康の大切さを意識し，自らすすんで健康的にすごす姿がみられ

ますか。
5

VI．思考力の芽生え
2. 身近な環境に興味を抱き，法則性等の特徴に気付き，それを踏ま

えてかかわる姿がみられますか。
5

Ⅶ．自然との関わり・生命尊重
3. 自然の特徴を感じたり気付いたりして，自然への愛情や畏敬の念

を感じる姿がみられますか。
4

VI．思考力の芽生え
1. 物の性質や仕組み，用途に気付き，その特徴をふまえて活用する

姿がみられますか。
3

Ⅷ．数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚 3. 空間を感覚でとらえ，生活や遊びに活かす姿がみられますか。 3

Ⅸ．言葉による伝え合い 
4. 相手の状況に応じて，言葉の使い方や表現の仕方を変えて，伝え

ようとする姿がみられますか。
3

Ⅹ．豊かな感性と表現 
1. 心を動かす出来事などに触れ，自分で感じたり考えたりしたこと

を表現する姿がみられますか。
3

IV．道徳性・規範意識の芽生え
3. 友達と気持ちがぶつかりあった時に，おり合いをつける姿がみら

れますか。
2

I．健康な心と体 3. 主体的に体を思い切り動かし，豊かに遊ぶ姿がみられますか。 1

I．健康な心と体
4. 遊びや生活の場面で，友達と共に，状況を判断し，見通しをもっ

て遊ぶ姿がみられますか。
1

Ⅱ．自立心
2. 遊びや生活の中で，繰り返し挑戦し，自信を深めていく姿がみら

れますか。
1

IV．道徳性・規範意識の芽生え
1. 道具や，用具，遊具の特性を理解しながら，大切に使う姿がみら

れますか。
1

IV．道徳性・規範意識の芽生え
4. きまりを守る必要性に気付き，きまりを守ったり，つくったりす

る姿がみられますか。
1

VI．思考力の芽生え
3. 身近な物や現象について，不思議だなという気持ちを抱き，探求

する姿がみられますか。
1

VI．思考力の芽生え
4. 友達と環境に関わりながら，様々な考え方に気付き，新たな考え

を生み出す姿がみられますか。
1

Ⅶ．自然との関わり・生命尊重
2. 季節の変化や自然現象に好奇心や探求心をもってかかわり，遊び

に取り入れる姿がみられますか。
1

Ⅶ．自然との関わり・生命尊重
4. 身近な動植物に愛着をもって関わり，生命の尊さに気付き，大切

にしようとする姿がみられますか。
1

Ⅷ．数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚
1. 色々な図形に親しみ，比べたり，組み合わせたりして生活や遊び

のなかで使う姿がみられますか。
1

Ⅷ．数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚
2. 生活や遊びの中で，数量に気付き，数えたり，比べたりする姿が

みられますか。
1

Ⅸ．言葉による伝え合い 
2. 自分の思いや考えを，自分なりに工夫しながら表現する姿がみら

れますか。
1

Ⅸ．言葉による伝え合い 
3. 言葉のやり取りを楽しみながら，相手の思いが分かったり，共感

したりする姿がみられますか。
1

Ⅹ．豊かな感性と表現 
2. 様々な素材の特徴や表現の仕方などに気付き，表現したり創った

りする姿がみられますか。
1
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表Ⅳ-２：浮かびにくかった項目と幼児数（事例２） 

B組、5歳児20名（男児10名、女児10名）

浮かびにくいと答えた姿 浮かびにくいと答えた項目 幼児数

V．社会生活との関わり
1. 地域の身近な人々の特徴や役割を考えながら，様々な人と関わる

姿がみられますか。
20

V．社会生活との関わり 2. 地域の人や文化に触れ，地域に親しみを持つ姿がみられますか。 20

V．社会生活との関わり
4. 公共施設等で状況に応じて行動したり，社会とのつながりを意識

したりする姿がみられますか
20

VI．思考力の芽生え
2. 身近な環境に興味を抱き，法則性等の特徴に気付き，それを踏ま

えてかかわる姿がみられますか。
19

VI．思考力の芽生え
3. 身近な物や現象について，不思議だなという気持ちを抱き，探求

する姿がみられますか。
19

Ⅸ．言葉による伝え合い 
4. 相手の状況に応じて，言葉の使い方や表現の仕方を変えて，伝え

ようとする姿がみられますか。
18

Ⅶ．自然との関わり・生命尊重
3. 自然の特徴を感じたり気付いたりして，自然への愛情や畏敬の念

を感じる姿がみられますか。
17

Ⅷ．数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚 3. 空間を感覚でとらえ，生活や遊びに活かす姿がみられますか。 14

Ⅷ．数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚
2. 生活や遊びの中で，数量に気付き，数えたり，比べたりする姿が

みられますか。
10

Ⅷ．数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚
1. 色々な図形に親しみ，比べたり，組み合わせたりして生活や遊び

のなかで使う姿がみられますか。
8

VI．思考力の芽生え
1. 物の性質や仕組み，用途に気付き，その特徴をふまえて活用する

姿がみられますか。
7

VI．思考力の芽生え
4. 友達と環境に関わりながら，様々な考え方に気付き，新たな考え

を生み出す姿がみられますか。
3

I．健康な心と体
2. 安全な生活に必要なことを意識し，自ら行動する姿がみられます

か。
1

III．協同性
3. 自分の気持ちを伝え，相手の気持ちを理解し，状況に応じてかか

わる姿がみられますか。
1

IV．道徳性・規範意識の芽生え
3. 友達と気持ちがぶつかりあった時に，おり合いをつける姿がみら

れますか。
1

V．社会生活との関わり
3. 調べたり，伝えあったり，人から話を聴いたりすることを通し

て，楽しむ姿がみられますか。
1

Ⅷ．数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚
4. 標識や文字などに興味を抱き，その役割に気付き，必要に基づい

て活用する姿がみられますか？
1

Ⅸ．言葉による伝え合い 
3. 言葉のやり取りを楽しみながら，相手の思いが分かったり，共感

したりする姿がみられますか。
1

 

 

自分が浮かびにくかった項目内容については、実際に今年のクラスで実施できなかったことと重なるといったことも

教師からのコメントとしてえられた。例えば、「社会生活とのかかわり」について答えにくかったことから、「確かに、年次

計画を考えても、園外活動が少なかったことについて、改めて気づかされた」、といったコメントが得られた。 

表Ⅳ-４は、3 人の教師が６５人の幼児について、気づきにくいと答えた項目を集計し、多い順に並べたものである。

２３人以上の幼児について教師が浮かびにくいと答えたものについてあらわしたものである。この次に多かったもの

が、9 人と極端に減るので、表には、23 人までとした。教師が振返資料を活用しながら、答えにくかった項目の傾向を、

総合的にみたところ、いくつか示唆が得られた。 
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表Ⅳ-３：浮かびにくかった項目と幼児数（事例３） 

C組、5歳児　36名（男児12名、女児24名）

浮かびにくいと答えた姿 浮かびにくいと答えた項目 幼児数

VI．思考力の芽生え
1. 物の性質や仕組み，用途に気付き，その特徴をふまえて活用する

姿がみられますか。 29

VI．思考力の芽生え
2. 身近な環境に興味を抱き，法則性等の特徴に気付き，それを踏ま

えてかかわる姿がみられますか。 29

V．社会生活との関わり
1. 地域の身近な人々の特徴や役割を考えながら，様々な人と関わる

姿がみられますか。 26

Ⅷ．数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚
2. 生活や遊びの中で，数量に気付き，数えたり，比べたりする姿が

みられますか。 25

V．社会生活との関わり 2. 地域の人や文化に触れ，地域に親しみを持つ姿がみられますか。
24

Ⅷ．数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚
1. 色々な図形に親しみ，比べたり，組み合わせたりして生活や遊び

のなかで使う姿がみられますか。 24

Ⅷ．数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚 3. 空間を感覚でとらえ，生活や遊びに活かす姿がみられますか。
16

III．協同性
2. 友達とお互いを認めあいながら，協同して遊び生活する姿がみら

れますか。 5

V．社会生活との関わり
3. 調べたり，伝えあったり，人から話を聴いたりすることを通し

て，楽しむ姿がみられますか。 5

VI．思考力の芽生え
4. 友達と環境に関わりながら，様々な考え方に気付き，新たな考え

を生み出す姿がみられますか。 5

VI．思考力の芽生え
3. 身近な物や現象について，不思議だなという気持ちを抱き，探求

する姿がみられますか。 4

Ⅷ．数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚
4. 標識や文字などに興味を抱き，その役割に気付き，必要に基づい

て活用する姿がみられますか？ 4

Ⅹ．豊かな感性と表現 
4. 友達と一緒に工夫して，表現する過程を楽しみながら，意欲的に

表現する姿がみられますか。 4

III．協同性
3. 自分の気持ちを伝え，相手の気持ちを理解し，状況に応じてかか

わる姿がみられますか。 3

III．協同性
4. 共通の目的を持ち，その達成のため自分の役割を果たしたりして

遊ぶ姿がみられますか。 3

IV．道徳性・規範意識の芽生え
2. よいことと悪いことが分かり，自ら考え，行動する姿がみられま

すか。 3

Ⅸ．言葉による伝え合い 
2. 自分の思いや考えを，自分なりに工夫しながら表現する姿がみら

れますか。 3

Ⅱ．自立心
2. 遊びや生活の中で，繰り返し挑戦し，自信を深めていく姿がみら

れますか。 2

III．協同性
1. 友達との感情経験を味わい，友達との繋がりを深めている姿がみ

られますか。 2

IV．道徳性・規範意識の芽生え
4. きまりを守る必要性に気付き，きまりを守ったり，つくったりす

る姿がみられますか。 2

Ⅶ．自然との関わり・生命尊重
1. 身近な自然や動植物に触れ，その種類や，特徴などに興味を持

ち，関わる姿がみられますか。 2

Ⅶ．自然との関わり・生命尊重
2. 季節の変化や自然現象に好奇心や探求心をもってかかわり，遊び

に取り入れる姿がみられますか。 2

Ⅶ．自然との関わり・生命尊重
3. 自然の特徴を感じたり気付いたりして，自然への愛情や畏敬の念

を感じる姿がみられますか。 2

Ⅶ．自然との関わり・生命尊重
4. 身近な動植物に愛着をもって関わり，生命の尊さに気付き，大切

にしようとする姿がみられますか。 2

Ⅸ．言葉による伝え合い 
3. 言葉のやり取りを楽しみながら，相手の思いが分かったり，共感

したりする姿がみられますか。 2

Ⅸ．言葉による伝え合い 
4. 相手の状況に応じて，言葉の使い方や表現の仕方を変えて，伝え

ようとする姿がみられますか。 2

Ⅹ．豊かな感性と表現 
2. 様々な素材の特徴や表現の仕方などに気付き，表現したり創った

りする姿がみられますか。 2

Ⅰ．健康な心と体
4. 遊びや生活の場面で，友達と共に，状況を判断し，見通しをもっ

て遊ぶ姿がみられますか。 1

Ⅱ．自立心
3. 友達との相互作用の中で，粘り強くものごとに取り組む姿がみら

れますか。 1

IV．道徳性・規範意識の芽生え
3. 友達と気持ちがぶつかりあった時に，おり合いをつける姿がみら

れますか。 1

Ⅸ．言葉による伝え合い 
1. 絵本や物語などに親しみ，豊かな言葉や表現を楽しむ姿がみられ

ますか。 1

Ⅹ．豊かな感性と表現 
1. 心を動かす出来事などに触れ，自分で感じたり考えたりしたこと

を表現する姿がみられますか。 1

Ⅹ．豊かな感性と表現 
3. 自分の思いや考えが伝わるように，表現方法を選んだり創意工夫

したりする姿がみられますか。 1  
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表Ⅳ-４：教師３名が答えにくかった項目と幼児数 

項目名 総数 教師A 教師B 教師C

Ⅴ．社会生活との関わり

1. 地域の身近な人々の特徴や役割を考えながら，様々な人と関わる姿がみられますか。
65 19 20 26

Ⅴ．社会生活との関わり

2. 地域の人や文化に触れ，地域に親しみを持つ姿がみられますか。
63 19 20 24

Ⅵ．思考力の芽生え

2. 身近な環境に興味を抱き，法則性等の特徴に気付き，それを踏まえてかかわる姿がみられますか。
53 5 19 29

Ⅴ．社会生活との関わり

4. 公共施設等で状況に応じて行動したり，社会とのつながりを意識したりする姿がみられますか。
39 19 20 0

 Ⅵ．思考力の芽生え

 1. 物の性質や仕組み，用途に気付き，その特徴をふまえて活用する姿がみられますか。
39 3 7 29

 Ⅷ．数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚

2. 生活や遊びの中で，数量に気付き，数えたり，比べたりする姿がみられますか。
36 1 10 25

Ⅷ．数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚

1. 色々な図形に親しみ，比べたり，組み合わせたりして生活や遊びのなかで使う姿がみられますか。
33 1 8 24

Ⅷ．数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚

3. 空間を感覚でとらえ，生活や遊びに活かす姿がみられますか。
33 3 14 16

Ⅵ．思考力の芽生え

3. 身近な物や現象について，不思議だなという気持ちを抱き，探求する姿がみられますか。
24 1 19 4

Ⅶ．自然との関わり・生命尊重

3. 自然の特徴を感じたり気付いたりして，自然への愛情や畏敬の念を感じる姿がみられますか。
23 4 17 2

Ⅸ．言葉による伝え合い

4. 相手の状況に応じて，言葉の使い方や表現の仕方を変えて，伝えようとする姿がみられますか。
23 3 18 2

 

 

教師が、最も答えにくかった内容は、多い順に、「QⅤ-１ 地域の身近な人々の特徴や役割を考えながら、様々な

人と関わる姿がみられますか。（小中学生や、高齢者、様々な仕事に従事する人など、地域の身近な人には、ぞれぞ

れの特徴や、立場、役割があることを考えながら、様々な人と関わる姿）」（幼児数６５人）、「QⅤ-２ 地域の人や文化

に触れ、地域の親しみを持つ姿がみられますか。（地域の施設や、公園、お店などに出かけ、地域の人々や文化に

触れることを楽しみ、自分が見守られている安心感を持ち、地域に親しみを持つ姿）」（幼児６３人）、「QⅥ-２ 身近な

環境に興味を抱き、法則性等の特徴に気付き、それを踏まえてかかわる姿がみられますか。（身近な環境における物

や事象に興味を抱き、関係性や変化、原因と結果などの法則性に気付き、それを踏まえて行動する姿）」（幼児５３人）、

「QⅤ-４ 公共施設等で状況に応じて行動したり、社会とのつながりを意識したりする姿がみられますか（バスや電車

にのったり、公共施設を訪れた時に、その場所や状況に応じた行動をしたり、公共施設等を大切にしたり、社会とのつ

ながりなどを意識したりする姿）」（幼児３９人）であった。 

上位５位は、ＱⅥの「思考力の芽生え」と関わる項目が一つあるが、それ以外は、いずれもＱⅤの「社会生活との関

わり」に関するものであった。項目は、いずれも園外の活動と関連するものである。これらは、園内のセンシングをおこ

なっている本研究で開発したシステムではデータを収集にくい内容である。集会場面での話し合いなどの内容分析

をビデオで撮影したデータなどを活用し、分析しなければ、これらについての幼児の育ちや学びの姿をとらえたり、

教師を支援したりすることが難しいということが分かった。 

同じく、幼児３９人について、教師が振返資料活用時に答えにくいと答えた項目は、「QⅥ-１物や性質の仕組み、用

途に気付き、その特徴をふまえて活用する姿がみられますか。（物や道具の性質や仕組みなどの特徴を知り、それを

ふまえて使い方を工夫し目的に応じて活用する姿）」（幼児３９人）である。これに続き多い順にあげると、「QⅧ-２ 生

活や遊びの中で、数量に気付き、数えたり、比べたりする姿がみられますか。（数、長さ、重さ、大きさ、高さ、時間等に

気付き、生活や遊びの中で、数えたり、比べたり、まとまりでとらえたりして、変化に気付いたりする姿）」（幼児３６人）、

「QⅧ-１ いろいろな図形に親しみ、比べたり、組み合わせたりして生活や遊びの中で使う姿がみられますか。（生活
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や遊びの中で形に気付いたり、形を描いたり、つくったり、比べたり、組み合わせたり、分解したりして図形の特徴に気

付き、使う姿）」（幼児３３人）、「QⅧ-３ 空間を感覚でとらえ，生活や遊びに活かす姿がみられますか。（高さ，広さ，距

離，位置等を感覚でとらえ，遊びや生活の中で，置き方，場の取り方，動く方向などを考えて行動する姿）」 （幼児３３

人）、「QⅥ-３ 身近な物や現象について，不思議だなという気持ちを抱き，探求する姿がみられますか。（身近な物

や現象について好奇心を持ち，疑問を抱き，触れたり，試したり，比べたり，調べたりして探求する姿）」（幼児２４人）、

「QⅦ-３ 自然の特徴を感じたり気付いたりして，自然への愛情や畏敬の念を感じる姿がみられますか。（自然に触れ

て好奇心を抱いたり，面白さ，美しさ，不思議さ，厳しさ，変化などを感じたり，気付いたりし，自然への愛情や畏敬の

念を感じる姿）」（幼児２３人）と、「QⅨ-４ 相手の状況に応じて，言葉の使い方や表現の仕方を変えて，伝えようとする

姿がみられますか。 （伝えたい理由や，相手が置かれている状況に応じて，相手により適切に伝わるように，必要に

応じて言葉の使い方や表現の方法を工夫して，伝えようとする姿）」（幼児２３人）、となった。 

以上より、教師が答えにくかった項目は、ＱⅨ-４以外は、思考力や数理にかかわる内容であることが分かった。 

 

②教師支援の実施とその評価 

①のニーズについて、本研究で開発したシステムを活用し、支援をおこなった。本学附属幼稚園の教師が、答えに

くかった項目について、位置測位データから得られた場面について抽出し提供した。位置測位データについては、

室内環境について、遊びのコーナー等幼児教育内容について、ゾーン分けをおこなった。ゾーン分けは、環境の再

構成がなされるたびに、おこなった。これらのゾーンについて、さらに、振返資料で活用した１０の姿４０の項目とのマ

ッチングをおこなった。つまり、教師が答えにくかった項目について、いつどのような場面があったのか、そのデータ

を抽出した。 

 表Ⅳ-５は、本学附属幼稚園の２名の先生が答えにくかった項目の上位８位までのリストである。９位のものは、１１と

項目が少なかったので、８位までをとりあげて表とした。 

「ＱⅤの社会生活との関わり」については位置測位データからの情報提供による支援が難しかったので、それを除

いた内容について、まずは場面の抽出をおこなった。まず、「ＱⅥ-２ Ⅵ．思考力の芽生え 2. 身近な環境に興味を

抱き，法則性等の特徴に気付き，それを踏まえてかかわる姿がみられますか。」については、表Ⅳ-６のように、６日７

場面のデータがマッチングされた。「QⅦ-３ Ⅶ．自然との関わり・生命尊重 3. 自然の特徴を感じたり気付いたりして，

自然への愛情や畏敬の念を感じる姿がみられますか。」については、室内のセンシングしか実施していなかったため、

マッチングデータが得られなかった。 「ＱⅨ-４ Ⅸ．言葉による伝え合い 4. 相手の状況に応じて，言葉の使い方

や表現の仕方を変えて，伝えようとする姿がみられますか。」については、表Ⅳ-７のマッチング例２のようなデータが

得られた。「ＱⅥ-３ Ⅸ．Ⅵ．思考力の芽生え 3. 身近な物や現象について，不思議だなという気持ちを抱き，探求す

る姿がみられますか。」についてマッチングをおこなった結果、1月9日11:30-12:00の「全体の集まり」としてゾーン分

けした場面のデータが得られた。「ＱⅧ-３ Ⅷ．数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚 3. 空間を感覚でとらえ，

生活や遊びに活かす姿がみられますか。」についてもマッチングをおこなった。表Ⅳ-８：マッチング例３のとおり、９

日、場面についてのデータが得られた。 

 先に課題としてあげたように、位置測位データでは対応できなかった、場面があった。よって、ビデオで撮影したデ

ータからも、場面を抽出した。例えば、「ＱⅥ-２ Ⅵ 思考力の芽生え ２．身近な環境に興味を抱き、法則性等の特徴

に気付き、それを踏まえてかかわる姿がみられますか。」については、浮かびにくいとされていた幼児の場面を抽出
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した。場面のデータは、１２月18日10時24分からのデータで、鏡に映った幼児の名札を見て、文字や数が反対にな

っていることに気付き、自分の名札も鏡で確認している場面があった。また、2月14日10時10分からのデータで、劇

グループの発表会の練習中、幼児らが人形劇をするための台を作ろうとしている場面があった。台を支える重石の中

身を何にしたらいいか考え、試行錯誤し、何度も挑戦している場面があった。ここでも、答えにくいとあげられていた、

幼児がいたので、その情報を抽出した。同様に、位置測位データからは得られない情報を、ビデオから抽出した。 

これらについて、一部、教師にフィードバックしたところ、幼児理解の個別化への支援が可能となった。また、環境

の再構成や関わり方について教師が考えるうえで活用できる資料の提供が可能となった。 

 

 

表Ⅳ-５：教師３名が答えにくかった項目と幼児数 

項目名 総数 教師A 教師B

Ⅴ．社会生活との関わり

1. 地域の身近な人々の特徴や役割を考えながら，様々な人と関わる姿がみられますか。
39 19 20

Ⅴ．社会生活との関わり

2. 地域の人や文化に触れ，地域に親しみを持つ姿がみられますか。
39 19 20

Ⅴ．社会生活との関わり

4. 公共施設等で状況に応じて行動したり，社会とのつながりを意識したりする姿がみられますか。
39 19 20

Ⅵ．思考力の芽生え

2. 身近な環境に興味を抱き，法則性等の特徴に気付き，それを踏まえてかかわる姿がみられますか。
24 5 19

Ⅶ．自然との関わり・生命尊重

3. 自然の特徴を感じたり気付いたりして，自然への愛情や畏敬の念を感じる姿がみられますか。
21 4 17

Ⅸ．言葉による伝え合い

4. 相手の状況に応じて，言葉の使い方や表現の仕方を変えて，伝えようとする姿がみられますか。
21 3 18

Ⅵ．思考力の芽生え

3. 身近な物や現象について，不思議だなという気持ちを抱き，探求する姿がみられますか。
20 1 19

Ⅷ．数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚

3. 空間を感覚でとらえ，生活や遊びに活かす姿がみられますか。
17 3 14

 

 

 

表Ⅳ-６：マッチング例１ 

日付 場面の時間帯 内容別ゾーン 

1/9 9:50-11:02 お人形づくり 

1/9 11:30-12:00 全体の集まり 

1/15 9:55-10:30 お人形づくり 

1/16 9:00-9:30、9:30-10:20 お人形づくり 

1/30 9:00-9:30、9:30-9:50 お人形づくり 

1/31 9:00-9:45 お人形づくり 

2/4 11:30-12:08 かるたづくり 

 

 

 

 



25 

 

表Ⅳ-７：マッチング例２ 

日付 場面の時間帯 内容別ゾーン 

12/18 9:23-11:05 お人形づくり 

12/19 9:00-9:55 おえかき 

1/9 11:30-12:00 全体の集まり 

1/14 9:00-9:35 予定・シール 

1/14 10:30-10:45 おもちゃ 

1/15 9:55-10:30 お人形づくり 

1/15 10:55-12:00 全体の集まり 

1/16 9:00-9:30、9:30-10:20 製作 

1/16 9:00-9:30、9:30-10:20 お人形づくり 

1/16 9:00-10:20 おもちゃ 

1/16 10:20-11:30 全体の集まり 

1/29 10:40-11:17 おやつ/お弁当 

1/30 9:00-9:30、9:30-9:50 お人形づくり 

1/30 9:50-10:59 劇グループ 

1/30 10:59-11:17 全体の集まり 

1/30 11:17-12:05 鬼の絵 

1/31 9:00-9:45 お人形づくり 

1/31 9:45-10:50 劇グループ 

2/4 9:00-9:25、9:25-9:48 製作の材料 

2/4 10:03-11:10 劇グループ 

2/4 11:10-11:30 全体の集まり 

2/4 11:30-12:08 かるたづくり 

2/4 12:08-12:40 おやつ/お弁当 

2/6 10:00-11:30 劇グループ 

2/6 10:00-11:30 技グループ 

2/6 10:05:11:25 コンサートグループ 

2/6 11:30-12:00 全体の集まり 
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表Ⅳ-８：マッチング例３ 

日付 場面の時間帯 内容別ゾーン 

12/18 9:23-11:05 大つみき 

12/18 9:23-11:05 靴下づくり 

1/9 9:50-11:02 お人形づくり 

1/14 10:30-10:45 おやつ/お弁当 

1/15 9:55-10:30 お人形づくり 

1/16 9:00-9:30、9:30-10:20 製作 

1/16 9:00-9:30、9:30-10:20 お人形づくり 

1/30 9:00-9:30 お人形づくり 

1/30 9:50-10:59 劇グループ 

1/30 11:17-12:05 水道 

1/30 11:17-12:05 鬼の絵 

1/31 9:00-9:45 お人形づくり 

1/31 9:45-10:50 劇グループ 

2/4 9:45-10:03 全体の集まり 

2/4 11:10-11:30 全体の集まり 

2/4 11:30-12:30 かるたづくり 

2/6 9:33-10:00 かるたづくり 

2/6 12:00-12:45 おやつ/お弁当 
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Ⅴ．総合考察 

 今日の教育課題と照らし合わせて考えてみると、ICT の活用によって、個別最適化の教育支援が浸透することは、重

要なことであると考える。特に、幼児期においては、園において主体的で、対話的で、深い学びを支援する上で、ＩＣ

Ｔの活用に多いに期待できると考える。なぜならば、幼児教育は、教科による教育ではなく、環境を通じた教育を基本

とするので、同じ場所で、一斉に、同じ教科書を活用して、同じ手順どおりに学ぶ場面は推奨されない。よって、幼児

教育の実践では、個別性が高く、複雑性が増す。実際に、本研究では、ゾーン・タイム・ディストリビューションの図を、

図Ⅳ-１と図Ⅳ-２で比較したが、幼児自らが考え、選び、遊ぶ姿は、集会場面と比較して、明らかに、多様で、複雑で、

個人差が大きいことがデータから明確になった。よって、幼児教育においては、教師の一人一人の幼児理解の支援

が必要であるといえよう。 

本研究では、ICT を活用した幼児の遊びと生活場面の客観的な実態把握が可能となった。つまり、一人一人の幼児

が、登園から降園までの一日の園生活においてどの場所にいたのかについて、把握できる方法を開発した。このよう

な個々の幼児や教師の位置測位データを活用した、教師支援方法の開発は、Ⅱで検討したとおり、先行研究にもみ

られず、新しい試みであると考える。 

これにより、安全確保の面からも、教師を精神的にも、実際の幼児理解の観点からも支援するものであると考える。

特に説明責任を果たすうえで活用できるデータの提供が可能となる点からも、教師支援に有効な ICT の活用方法で

あると考える。また、幼児教育の内容と関連させて、幼児理解の確認や深化を支援しうるシステムが開発できたと考え

る。幼児教育の内容については、教師や、研究者による主観的な観察や記録による先行研究は多数ある。ＩＣＴを活用

したものであっても、リモートではなく、主観的な場面選択やデータ収集によるものが多い。昨今では、国内における

先行研究においても、センサーなどの活用がすすめられてきているが、また、国外ではＧＰＳを活用した研究がすす

められつつあるが、幼児教育の内容や実践の質の維持・向上と関連させた研究は狭見ではない。幼児教育内容等、

実践への寄与を意図とし、対象、時間、場の選択による制限を少なくし、また、リモートで収集できるＩＣＴの活用の可能

性が本研究から示唆されると考える。 

特に、本研究では、客観性の観点から、幼児教育内容と映像、音声、位置測位データを関連づけて提供することに

より、教師の一日の実践の在り方、自らの動きや、幼児とのかかわり方、環境の構成と再構成についての省察が可能と

なり、幼児理解と援助の充実につながることが明らかになった。このようなICTの活用方法は、研修特に新人等の人材

育成にも寄与することが期待される。 

今後の課題としては、以下があげられる。本研究では、5 歳児クラス内でのデータしか取り扱うことができなかった。

次の課題は、センシングの範囲の拡大である。特に、園庭については死角や複雑な動線もあり、本システムのより有

効な活用が可能であると考える。また、「社会生活との関わり」についての観点について再検討も必要であると考える。

堺市による受託研究で作成した振返資料の再考も必要であると考える。これらは、次の課題としたい。 

また、幼児の映像から多様な動きを自動的に抽出したり、幼児の会話を自動テキスト化したりすることが技術的にで

きなかった。これについてはさらなる技術開発の成果を待ちたい。なお、遊びや生活場面での幼児の育ちや学びの

姿のセンシングにあたり本研究では、クラス内のコーナー等のゾーン分けをおこなった。つまり、10の姿との関連付け

をおこなった。こういった、教育内容の分析の指標が有効であると考える。幼児期運動指針で提示されている多様な

動きや、幼児の言葉の発達についての一般的なデータを活用する方法の検討も、今後の課題としたい。 

現在進められている学校現場における GIGAスクール構想とかかわり、幼児教育現場においては、主体的で、創造
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性豊かな幼児の育ちや学びをはぐくむ上で、教師の幼児理解と援助の深化を可能とする ICT の活用が期待されると

考える。個別最適化教育や、育ちや学びの支援の深化を図るためには、幼児教育においては、教師一人に一台の端

末環境の整備（ネット環境も含めた整備）が期待される。また現在多くの園で導入されている監視カメラは、幼児の安

全確保のために不可欠であるが、幼児一人に一つの発信機タグとそのセンシング・アンテナの整備も安全確保のた

めに必要であると考える。特に位置測位データの収集と活用は、安全確保の観点のみならず、幼児教育の質にかか

わる説明責任を果たすためにも、また、個々の幼児の理解に基づく幼児教育の内容の充実を図る上でも、教師を精神

的にも、実践的にも支えうる点からも、有効なものであると考える。 
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おわりに 

 本研究は、多くの方々の支援のもと、実施することができた。 

本研究の研究組織としては、国立大学法人神戸大学に「調査研究実行委員会」を設けた。「調査研究実行委員会」

は、神戸大学大学院人間発達環境学研究科（青木茂樹研究科長）を、研究主体とし、神戸大学附属幼稚園（岡部恭幸

園長）を実践研究主体とした。 

「調査研究実行委員会」の委員長を北野幸子が勤めさせていただいた。調査研究実行委員として研究にご協力い

ただいたのは、神戸大学大学院人間発達環境学研究科からは國土将平、岡部恭幸、長谷川諒、附属幼稚園からは、

田中孝尚、西山隆子、西岡美和子、松本法尊、山﨑瑠衣、吉田紘子、川東佳歩、兼田潤子である。(敬称略)。 

 学外研究協力者として、無藤隆先生（白梅学園大学）、神長美津子先生（國學院大學）、山下文一先生（松陰大学）、

辻弘美先生（大阪樟蔭女子大学）、宇田淳先生（滋慶医療科学大学院大学）、廣瀬聡弥先生（奈良教育大学）、三村真

弓先生（広島大学大学院）からご指導を賜った。各分野の第一人者であられる先生方から、かけがえのないご指導を

賜った。加えて、このような事業研究に着手することは、報告者にとって初めての経験であり、申請書類の書き方、研

究の進め方、報告書の作成で配慮するべきことなど、きめ細かなご助言とご指導を賜った。 

 学外研究協力園として、神戸市立神戸幼稚園の園長であられる岩濵里江子先生をはじめ、神戸幼稚園の先生方に

は、大変お世話になった。心より感謝申し上げる。 

 最後になるが、誰よりも、神戸大学附属幼稚園および、神戸市立神戸幼稚園の幼児たちに、深く感謝したい。快く、

好意的に協力してくれた幼児の皆さまに、少しでも恩返しができるように、これからもさらに研鑽を積み、微力ながらも

幼児教育に少しでも役立つ研究を進めていくことを誓う。 

令和2年3月31日 

北野幸子 
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資料１．振返資料とその活用 

2017年度、2018年度に、堺市から研究を受託し、以下の振返資料を作成した。作成にあたっては、国内外の保育実

践評価指標や、日本の要領・指針、各地で教育委員会等が作成し、公開されている 10の姿ごとの実践事例集などを

収集した。また、神戸大学附属幼稚園の 10視点カリキュラム等を参考に、教師が個々の幼児の育ちと学びの姿を振り

返る独自の資料を作成した。 

振返資料では、10の姿それぞれについて、独自に4つの子どもの遊びや、育ちと学びの姿を現す項目を作成した。

資料には項目に加えて、（ ）内により具体的な事例なども提示している。活用にあたっては、項目ごとに4件法で担任

保育者が一人ひとりの 5歳児の姿を振り返る。 

堺市からの受託研究の結果、園での豊かな幼児の主体的な遊びや生活の経験の蓄積により、子どもたちの育ちや

学びが促されていることが明らかになった。調査は 2年実施したが、いずれも傾向が類似しており、10 の姿と独自に

設けた4項目の信ぴょう性が高いことが分かった。 

 

「子どもの育ちや学びの姿」振り返りアンケート 

この度は，堺市委託調査研究にご協力いただき，心より感謝申し上げます。この調査は，主体的な遊びや生活

の中での子どもたちの育ちの姿を保育者がみとり，小学校等に伝える上で活用ができる，①子どもたちの実際の

姿から「10 の姿」を振りかえる資料を作成し，②資料の活用モデルを開発するために，実施させていただきま

す。 

今回のアンケート調査では，「10 の姿」をより具体化した子どもの姿（計 40）ごとに，それぞれの子どもに

そのような姿がみられるかどうか，4件法で回答していただきたく宜しくお願いいたします。それぞれの姿は，

到達状況を問うものではなく，個性や特徴を捉えるためのものですので，その点，ご理解ください。 

なお，本調査は教育と研究の見地から公正に行います。結果が対象者の方に不利な問題をもたらさないよう，

調査のデータ管理と結果の公表の仕方に責任を持ちます。調査データは純粋に学術研究と教育実践への寄与の目

的でのみ収集し，その範囲で公表し，それ以外には使用しません。また，ご事情により，本調査を中断していた

だいてもかまいません。何か質問等ございましたら，下記にメールにてご連絡ください。 

どうぞ宜しくお願いいたします。 

神戸大学大学院人間発達環境学研究科 

北 野  幸 子 

 

子どもの主体的な遊びや生活の中で，以下の姿がみられますか。 

４＝よくみられる 

３＝みられる 

２＝時々みられる 

１＝みられない 

のうち適切な番号を1つ選んで，番号を○で囲んでください。なお，参考までに（ ）内に，具体的

な姿の例を記入させていただいております。 
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年齢（   歳   か月）   1. 男児 2. 女児          

   よ
く
み
ら
れ
る 

み
ら
れ
る 

時
々
み
ら
れ
る 

み
ら
れ
な
い 

 Ⅰ．健康な心と体      

1. 健康の大切さを意識し，自らすすんで健康的にすごす姿がみられま

すか。 
（手洗い・うがい等をしたり，食べ物に関心を持ったり，楽しく食事をしたりする姿） 

… 4 3 2 1 

2. 安全な生活に必要なことを意識し，自ら行動する姿がみられますか。 
（危険な場所や，遊び方，災害時の行動，遊具や用具の安全な取扱い方等を踏まえて，安全に行動する姿） 

… 4 3 2 1 

3. 主体的に体を思い切り動かし，豊かに遊ぶ姿がみられますか。 
（やりたい遊びを自分で選び，思い切り体を動かし，様々な場所で，様々な遊具を使い，様々な動きを楽しみ，繰

り返し挑戦し，粘り強く遊ぶ姿） 

… 4 3 2 1 

4. 遊びや生活の場面で，友達と共に，状況を判断し，見通しをもって遊ぶ

姿がみられますか。 
（遊具や玩具などを譲り合い，時間の流れや区切りを意識し，状況を予測して見通しをもって遊ぶ姿） 

… 4 3 2 1 

 Ⅱ．自立心      

1. 遊びや生活の中で，挑戦し，意欲をもって取り組む姿がみられます

か。 
（挑戦したいことを自分で思いえがき，意欲をもって，粘り強く取り組む姿） 

… 4 3 2 1 

2. 遊びや生活の中で，繰り返し挑戦し，自信を深めていく姿がみられま

すか。 
（自分で挑戦したいことを主体的に選び，あきらめずにやり遂げようとし，繰り返し挑戦し，自分への自信を深めて

いく姿） 

… 4 3 2 1 

3. 友達との相互作用の中で，粘り強くものごとに取り組む姿がみられま

すか。 
（友達と互いを認め合ったり，支え合ったり，聞いたり教えあったりしながら，粘り強くものごとに取り組む姿） 

… 4 3 2 1 

4. 自分の役割を自覚して行動する姿がみられますか。 
（生き物の世話や当番活動に積極的に取り組み，自分の役割を自覚して行動する姿） 

… 4 3 2 1 

 

 

Ⅲ．協同性 
     

1. 友達との感情経験を味わい，友達との繋がりを深めている姿がみら

れますか。 
（友達と一緒に嬉しい，楽しい，おもしろい，悲しい，悔しいなど多様な感情経験を味わい，一緒に遊び生活する

なかで，友達との繋がりを深めている姿） 

… 4 3 2 1 
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2. 友達とお互いを認めあいながら，協同して遊び生活する姿がみられ

ますか。 
（互いの個性や，感じ方，考え方，よさを認め合い，伝え合いながら，協同で遊び生活する姿） 

… 4 3 2 1 

3. 自分の気持ちを伝え，相手の気持ちを理解し，状況に応じてかかわる

姿がみられますか。 
（友達に自分の気持ちや考えが伝わるように工夫したり，相手の気持ちや考えを理解しようとしたり，状況に応じて

我慢したり，ゆずったり，交渉したりする姿） 

… 4 3 2 1 

4. 共通の目的を持ち，その達成のため自分の役割を果たしたりして遊ぶ

姿がみられますか。 
（友達と一緒に目的をかかげ，その目的に向かって相談したり，一緒に試したり，役割分担し自分の責任を果たし

たり，ルールを創って守ったりして遊ぶ姿） 

… 4 3 2 1 

 Ⅳ．道徳性・規範意識の芽生え      

1. 道具や，用具，遊具の特性を理解しながら，大切に使う姿がみられま

すか。 
（道具を出して，使って，片づけるといったモノの扱い方や，それぞれの遊具の使い方が分かり，それらを友達と

一緒に大切にあつかう姿） 

… 4 3 2 1 

2. よいことと悪いことが分かり，自ら考え，行動する姿がみられますか。 
（してよいことや悪いことがあることが分かり，自分の気持ちを調整し，考えながら行動する姿） 

… 4 3 2 1 

3. 友達と気持ちがぶつかりあった時に，おり合いをつける姿がみられま

すか。 
（喧嘩やいざこざなどで気持がぶつかりあったときに，自分の言動を振り返り，納得して相手に謝ったり，気持ちを

切り替えたりするなどおり合いをつける姿） 

… 4 3 2 1 

4. きまりを守る必要性に気付き，きまりを守ったり，つくったりする姿がみら

れますか。 
（より楽しく遊び生活するためには，きまりを守る必要性があることやきまりの大切さに気付き，実際にきまりを守っ

たり，つくったりする姿） 

… 4 3 2 1 

 Ⅴ．社会生活との関わり      

1. 地域の身近な人々の特徴や役割を考えながら，様々な人と関わる姿

がみられますか。 
（小中学生や，高齢者，様々な仕事に従事する人など，地域の身近な人には，それぞれの特徴や，立場，役割が

あることを考えながら，様々な人と関わる姿） 

… 4 3 2 1 
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2. 地域の人や文化に触れ，地域に親しみを持つ姿がみられますか。 
（地域の施設や，公園，お店などに出かけ，地域の人々や文化に触れることを楽しみ，自分が見守られている安心感を持ち，地

域に親しみを持つ姿） 

… 4 3 2 1 

3. 調べたり，伝えあったり，人から話を聴いたりすることを通して，楽しむ

姿がみられますか。 
（図鑑や，絵本，写真をみて調べたり，友達と伝えあったり，地域の人から話を聞いたりすることを通して，自分だ

けでは気付かなかったことを知り，楽しむ姿） 

… 4 3 2 1 

4. 公共施設等で状況に応じて行動したり，社会とのつながりを意識した

りする姿がみられますか。 
（バスや電車にのったり，公共施設を訪れた時に，その場所や状況に応じた行動をしたり，公共施設等を大切に

したり，社会とのつながりなどを意識したりする姿） 

… 4 3 2 1 

 Ⅵ．思考力の芽生え      

1. 物の性質や仕組み，用途に気付き，その特徴をふまえて活用する姿

がみられますか。 
（物や道具の性質や仕組みなどの特徴を知り，それをふまえて使い方を工夫し目的に応じて活用する姿） 

… 4 3 2 1 

2. 身近な環境に興味を抱き，法則性等の特徴に気付き，それを踏まえ

てかかわる姿がみられますか。 
（身近な環境における物や事象に興味を抱き，関係性や変化，原因と結果などの法則性に気付き，それを踏まえ

て行動する姿） 

… 4 3 2 1 

3. 身近な物や現象について，不思議だなという気持ちを抱き，探求する姿

がみられますか。 
（身近な物や現象について好奇心を持ち，疑問を抱き，触れたり，試したり，比べたり，調べたりして探求する姿） 

… 4 3 2 1 

4. 友達と環境に関わりながら，様々な考え方に気付き，新たな考えを生

み出す姿がみられますか。 
（友達と身近な環境に関わりながら，友達の様々な発見や考え方に気付き，自ら判断したり，考え直したりし，新し

い考えを生み出す姿） 

… 4 3 2 1 

 Ⅶ．自然との関わり・生命尊重      

1. 身近な自然や動植物に触れ，その種類や，特徴などに興味を持ち，

関わる姿がみられますか。 
（身近な自然に触れながら生活し，草花，葉，昆虫，動物などの種類や，形，色，生態等の特徴に興味を持ち，集

めたり，活用したり，育てたりする姿） 

… 4 3 2 1 
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2. 季節の変化や自然現象に好奇心や探求心をもってかかわり，遊びに

取り入れる姿がみられますか。 
… 4 3 2 1 

3. 自然の特徴を感じたり気付いたりして，自然への愛情や畏敬の念を

感じる姿がみられますか。 
（自然に触れて好奇心を抱いたり，面白さ，美しさ，不思議さ，厳しさ，変化などを感じたり，気付いたりし，自然へ

の愛情や畏敬の念を感じる姿） 

… 4 3 2 1 

4. 身近な動植物に愛着をもって関わり，生命の尊さに気付き，大切にし

ようとする姿がみられますか。 
… 4 3 2 1 

 Ⅷ．数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚      

1. 色々な図形に親しみ，比べたり，組み合わせたりして生活や遊びの

なかで使う姿がみられますか。 
（生活や遊びの中で形に気付いたり，形を描いたり，つくったり，比べたり，組み合わせたり，分解したりして図形

の特徴に気付き，使う姿） 

… 4 3 2 1 

2. 生活や遊びの中で，数量に気付き，数えたり，比べたりする姿がみら

れますか。 
（数，長さ，重さ，大きさ，高さ，時間等に気付き，生活や遊びの中で，数えたり，比べたり，まとまりでとらえたりし

て，変化に気付いたりする姿） 

… 4 3 2 1 

3. 空間を感覚でとらえ，生活や遊びに活かす姿がみられますか。 
（高さ，広さ，距離，位置等を感覚でとらえ，遊びや生活の中で，置き方，場の取り方，動く方向などを考えて行動

する姿） 

… 4 3 2 1 

4. 標識や文字などに興味を抱き，その役割に気付き，必要に基づいて

活用する姿がみられますか？ 
（生活や遊びの中で，自然に標識や文字などに興味を抱き，その役割に気付き，自らの必要感に基づいて活用

しようとする姿） 

… 4 3 2 1 

 Ⅸ．言葉による伝え合い      

1. 絵本や物語などに親しみ，豊かな言葉や表現を楽しむ姿がみられま

すか。 
（絵本や物語に興味をもって，みたり聞いたりして楽しみ，感じたり，想像したり，思ったことを言葉で表現する姿） 

… 4 3 2 1 

2. 自分の思いや考えを，自分なりに工夫しながら表現する姿がみられ

ますか。 
（自分の思いや考えを伝えたい気持ちを抱き，相手に伝わる楽しさや喜びを感じながら，自分なりに繰り返し話し

たり，言葉を足したり，順序立てたり，理由をそえるなど工夫しながら表現する姿） 

… 4 3 2 1 
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3. 言葉のやり取りを楽しみながら，相手の思いが分かったり，共感したり

する姿がみられますか。 
（伝えたい気持ち，聞きたい気持ちを抱きながら，相手と言葉のやり取りを楽しみ，相手の思いが分かる楽しさや

喜びを感じ，共感したりする姿） 

… 4 3 2 1 

4. 相手の状況に応じて，言葉の使い方や表現の仕方を変えて，伝えよ

うとする姿がみられますか。 
（伝えたい理由や，相手が置かれている状況に応じて，相手により適切に伝わるように，必要に応じて言葉の使

い方や表現の方法を工夫して，伝えようとする姿） 

… 4 3 2 1 

 Ⅹ．豊かな感性と表現      

1. 心を動かす出来事などに触れ，自分で感じたり考えたりしたことを表

現する姿がみられますか。 
（遊びや生活の中で，心を動かす出来事に触れ，感性豊かに，自分で感じたり考えたことを音や動きで表現した

り，演じて遊んだり，自分なりに表現することの喜びを味わう姿） 

… 4 3 2 1 

2. 様々な素材の特徴や表現の仕方などに気付き，表現したり創ったり

する姿がみられますか。 
（生活や遊びの中で，遊びに使いたいもの，描きたいもの，創りたい物等を自分でイメージし，身近にある様々な

素材の特徴や表現の仕方に気付き，それを活かして，表現したり創造したりする姿） 

… 4 3 2 1 

3. 自分の思いや考えが伝わるように，表現方法を選んだり創意工夫し

たりする姿がみられますか。 
（自分の表現したい思いや考えが，相手により適切に伝わるように，言葉，音，造形，身体等の表現方法を選んだり，話

し方，動き方，歌い方，描き方，創り方，演じ方などを創意工夫したりする姿） 

… 4 3 2 1 

4. 友達と一緒に工夫して，表現する過程を楽しみながら，意欲的に表現

する姿がみられますか。 
（友達と一緒に相談してアイディアを出し合ったり，試行錯誤したり，工夫したりして，表現する過程を楽しみなが

ら，意欲的に表現する姿） 

… 4 3 2 1 

その他にコメント等があれば，自由に記載ください。 

 

 

 

 

 アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 
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なお、本研究にあたっては、以下の依頼文を伏して、調査を実施した。 

 

2019年12月20日 

文部科学省事業にかかわる調査研究への協力について 

（依 頼） 

 

神戸大学大学院人間発達環境学研究科 

                                                                         北野 幸子 

 

 2017年に、要領の改訂（改定）がなされました。その大切なポイントの一つは、資質・能力の3本の柱を意識して、地域の子どもの

誕生から成人までの育ちの連携や一体化を図ることを意図とし、次世代育成のコミュニティ創生を目指していることと考えます。特

に、乳幼児教育分野では、子どもの遊びや生活を中心とした、豊かな経験による育ちや学びの「姿」を、小学校教育に繋ぎ伝え、

園での育ちや学びの軌跡を踏まえた小学校教育を促す点が重要視されていると考えます。 

 神戸大学附属園・学校では、平成12年より幼稚園・小学校・中学校の接続期カリキュラムの開発がなされてきました。園校種を越

えた教員が子どもの姿を観察記録し、子どもの事実から、その育ちや学びをみとる「学びのカード」が KJ法で分類され、領域名や

教科名ではなく、園校種を越えてより共通認識が図りやすい子どもの育ちや学びの姿を現す10 の視点からなる、3-15歳の10視

点カリキュラムが開発されました。この研究成果の一部がこの度の改訂に資するものとなったことを、私は誇りに思っております。し

かし一方で、改訂で提示された「幼児期の終わりまでに育って欲しい姿」を間違って到達度評価のように捉えてしまうケースがある

ようで心配しています。 

 そのような中、私どもは、2017・18 年度に、堺市より研究受託を設けて、添付の振返り資料を作成しました。新しい指針・要領が示

す資質・能力の３つの柱を意識し、これまで園の現場においてなされてきた「環境を通して行う教育・保育」による遊びや生活の中

での育ちの姿を保育者がみとり、小学校等に伝える上で、活用ができる、①10 の育ちの姿を振り返る資料を作成し、②資料の活用

モデルを開発しました。 

 このたび、私どもは、「ICT や先端技術の活用などを通じた幼児教育の充実の在り方に関する調査研究：遊びと生活場面におけ

る個々の子ども理解と援助の充実につながるICTの活用方法に関する調査研究」事業において、保育者を支援する方法を検討し

ております。 

貴園には研究実施にあたり共同と協力をすでに御願いし、承諾を得ていますことに、心より感謝申し上げます。つきましては、同事

業研究の一貫として、貴園5 歳児クラスの担任の先生にご協力賜り、本アンケートの実施と、実施のプロセスで、答えにくかった項

目について抽出していただきたくお願い申し上げます。 

後日、アンケートを分析し、フィードバックさせていただきます。また、加えて、写真やビデオで撮影した客観的データとのマッ

チング等による、保育者支援の方法を開発するための研究に、役立てたいと考えております。 

本研究の概要は下記のとおりです。なお本研究については、本学の倫理審査を経ていることをご報告させていただきます。 
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資料２．データ例  

データの例として、2クラス 1 日分のセンシング・データを以下のとおり、資料として紹介する。 
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